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論文内容要旨
 【緒言および目的】
 大動脈再建時に大動脈と人工血管の吻合部を止血及び補強の意味でラッピングをすることがし
 ばしばある。効果は短期間のもので,長期間のラッピングによる血管壁の変化については,報告
 されていない。そこでラッピングによる大動脈の経時的変化を観察し,その要因を性状を変える
 事で解析し,安全なラッピング材料及び手技の確立を目的とした。
 【対象と方法】
 15-20㎏の雑種成犬26頭を用い,ラッピングを腎動脈分枝末梢の腹部大動脈においた。麻酔は
 チオペンタール15㎎/㎏で静脈麻酔を施して,酸素一ハロセンを使用し,正中切開で開腹した。
 始めにラッピングによる大動脈壁の変化を,経時的に観察し検討を行った。
 ラッピング材料はwovenDacro人工血管を使用し,4週後(以後短期例),4カ月後(以後
 長期例)に標本を採取し,それぞれの血管壁の変化を比較検討した。
 この実験で長期例に変化が認められたため,観察の期間を4カ月に設定し,ラッピング材料に
 よるporosityの違い及び大動脈壁にかかる圧の違いで,始めのwovenDacron群と合わせ3群
 に分けた。
 1)Dacron群:wovenDacron(porosity=200m1/H、0)を材料とした群。
 2)Mesh群:DacronMesh(porosi七y≒。。)を材料とした群。
 3)E-PTFE群:E-PTFE(porosity≒0)を材料とした群。
 ラッピングの方法はMe曲群では圧迫の強さを等しくするため大動脈に巻く人工血管の周径を
 Dacron群と同じく1㎜長くし,Dacron群に比べてporosityを極端に大きくして栄養血管の影
 響を小さくした。
 E-PTFE群では逆にDacron群に比べてporosi七yを極端に小さくして,外膜側からの栄養を遮
 断し,栄養血管の影響を大きくし,圧迫の関与を少なくするために大動脈周径よりE-PTFE周
 径を2㎜長くとった。
 採取した標本は10%ホルマリン溶液で1日固定した後ヘマトキシリンーエオジン,エラスチカー
 マッソン染色を行った。
 また各群でラッピングの有無により動脈の中膜の平均の厚さを統計学的に比較した。
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 【結果】
 (1)Dacron群
 1)中膜の菲薄化が統計学的に有意にみられた。
 2)中膜の菲薄化での形態学的変化は主として,内弾性板及び中膜弾性繊維の菲薄化,平坦化
 で中膜弾性線維の層状構造も失われていた。
 3)H-E染色では,核の変性は認められないものの,核の偏平化がみられた。
 4)中膜の厚さと中膜平滑筋の正味の厚さに相関が認められ,中膜平滑筋の正味の厚さも減少
 していた。
 (2)Mesh群及びE-PTFE群
 Mesh群,E-PTFE群とも統計学的にラッピング群,コントロール群で中膜の厚さに関して,
 有意差は認められなかった。
 また,同一標本でのコントロール群の中膜の厚さの比を縮小率として比較すると,Dacron群
 の長期例と他の3群とはすべて有意差を認めた。
 ζ考察】
 本実験では,ラッピングの期間,材料(主にporosityの違い),ラッピングによる大動脈壁へ
 の圧迫の強さについて検討した。
 始めに大動脈壁の変化を経時的に観察したが,Dacron群では,長期例ではラッピング下の中
 膜の厚さが菲薄化していた。この機序としてラッピングによる周囲との血流遮断による栄養障害
 が考えられる。他方,血圧とこれに呼応したラッピング材料からの応力との問で大動脈自身が圧
 迫を受け,栄養障害を生じることも考えられる。この2点でラッピングの方法を変えてMesh群,
 E-PTFE群を作成し比較検討した。
 結果的には,中膜の縮小率の比較では,両群ともにDacron群の長期例と有意差が認められ,
 大動脈壁の菲薄化は認めなかった。従ってE-PTFE群でporosityがほぼ0に等しいラッピング
 材料を使用し,外膜側からの栄養を遮断したにも関わらず,菲薄化が生じない事から,大動脈壁
 の菲薄化には栄養血管の関与は少なく,ラッピングによる圧迫の影響が大きく関与していると考
 えられた。
 以上から臨床で吻合部補強,止血を目的としてラッピングを行うときは,材質に関して大きな
 差異は認めなかったが,ラッピング下の大動脈壁の中膜の菲薄化を防止するため,弾力性のある
 材料を選択し,ラッピング周径は壁に比べて必要以上に小さくせず,止血に充分な周径を選択し,
 大動脈壁を長期間不必要に圧迫しない配慮が大切である。
 一23i一
 審査結果の要旨
 外科一般においてもそうであるように,血管外科においても手術成績の向上・合併症の予防に
 は日頃からの工夫が重要である。そのひとつとして,大動脈再建時に大動脈と人工血管の吻合部
 のラッピングが挙げられる。その目的とするところは,術後早期の確実な止血及び補強であり,
 このことにより術出血の防止,更に吻合部動脈瘤発生の防止効果を期待するものである。この目
 的にはラッピングは理にかなった手段であることは,周知のことである。期待する効果は短期間
 で達成され,以降はむしろ動脈壁にとっては不利な作用があると信じられている面があった。即
 ち動脈壁の菲薄化,脆弱化とそれに伴う合併症である。しかし実際の臨床でこれらが問題となる
 ことは殆ど無く,またこれを実験的に実証した報告はみられていない。本研究ではこの問題に着
 目し,ラッピングが動脈壁に及ぼす影響を様々な条件下で検討し,見逃しがちな疑問点を明らか
 にせんとした点で独創的である。
 実際の手術は動脈硬化性病変が高度となったヒトで行われるが,実験動物で同様な病変のモデ
 ルの作成は困難であるため,より実際に近い材料と手術手技を用いることのできる雑種成犬を用
 いているため,評価には限界があるが,次に述べるような順序だてた評価方法で欠点を補ってい
 る点で評価できる。
 評価はまず臨床で用いられるダクロン人工血管でのラッピングを行い,経時的な変化を観察し,
 動脈壁の変化が1ケ月より現れはじめ3ケ月でより顕著になることを報告している。また病理形
 態学的変化についての詳細な記載を行い,動脈壁の菲薄化の様子を壁の構成成分の変化から組織
 計測の手法を用いて表わし,中膜筋層の変化が中心であることを示している。次にこれらの変化
 は壁自体の栄養障害であると仮定して,このような状況で壁の栄養にかかわる2っの因子につい
 て検討している。第一はラッピング材料の物性をより柔軟なものに変えて,動脈内圧とラッピン
 グ材料との間で発生する圧迫を緩和するため,材料としてテフロンメッシュを用いている。第二
 はラッピングにより動脈周囲からの栄養断たれるための栄養障害のモデルとして,組織透過性の
 無いE-PTFEで動脈周囲を覆い,かっ圧迫の無い条件を作成している。それぞれの要因を個別に
 評価するためのモデル設定としては工夫の後がうかがわれる。これらの結果から動脈周囲からの
 栄養については殆ど影響のないことが判明し,むしろ動脈を周囲から締付けることによる壁自身
 の栄養障害が大きな役割を果していることを証明した。
 本研究は日常臨床上での疑問点に着目し,その理論的根拠を求めた発想ではあるが,これまで
 明らかにされないまま漫然と想像されていた結果を覆すことになった点で評価に値し,臨床医学
 に貢献するところは大きくよって学位に値するものである。
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